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市 の 人 口 
	

男 25,547人 
	

世 帯 数 14,718 

	

52,粉O人 
	

女 27,313人 
	

（昭和58年 9 月1日現在）住民基本台帳から 

梅泉小Aチーム総合優勝 

~iママさん体育大会 

第14回ママさん体育大会は 9月 4日、市民体育館に 

17学区、 450人のママさん選手が参加して行われ、熱

亀を展開した結果、梅泉Aチームが総合優勝しました。 

結果は次のとおりです。 

レキックボール競技… 1位梅泉小Aチームレ綱引き

競技・・‘ 1位梅泉小チーム（昭和51年度から 8年連続） 

レ卓球競技（団体戦）…1位栄小Dチームン卓球競技 

（個人戦）…1位岩崎良子（松島小）レ卓球ダブルス

…1位工藤‘佐々木組（五小） 
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ン 
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広報ごしょがわら 

嘩辿‘慨報夢春汰薄幾世5青三い 

センターハウス 

（そば屋さんもあるぞI 

昭和58年（1983年）9月15日 

ゲートボーJレ場 

チビッ子広場 

ii、\ 

大いに利用し 

緑化月間です。 

大切に、 

r 公園美化にご協力下さい。 

《
‘
ョp「胆
ノcと
グ
ー立
案
の
た
め
の

一
 

 
資
料
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
ま
 
 

《
 

・
 
‘
  ー

 

ー
《
 

ノ
 

一
 
ー

川
利

部
叫
⑤
記

区
 

一
 
力
保
留
地
を
公

売
 

一

nき
九
月
二
十
八
日
 

一
 
受
付
 
午
後
一
時
ー
一
時
1
1
1
 

(
＋
分
ま
で
 

一
 
入
札
 
午
後
一
時
四
十
分
か
 

一
も
に
、
国
や
県
 
市
の
住
宅
建

一
設
計
画
、
都
市
計
画
、
環
境
整
 

一
の
状
況
を
町
加

に
す
る
U
 

十
月
一
日
現
在
で

住
宅
統
計
調
査
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
こ
の

調
査
は
、
 「住
宅
の

国
勢
調
査
」
と
い
わ

れ
る
大
規
模
な
調
査

で
、
私
た
ち
の
生
活

の
基
盤
で
あ
る
住
宅
 

す
。
 

調
査
対
象
と
な
る

世
帯
は
、
全
国
で
約

四
〇
〇
万
世
帯
、
本

市
で
も
約
二
二
〇
〇

世
帯
が
調
査
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
 

九
月
下
旬
か
ら
、
 

調
査
員
が
調
査
票
を

配
布
に
世
帯
を
訪
問

し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
調
査
票
に

記
入
さ
れ
た
事
柄
は
、
 

統
計
を
作
る
だ
け
に
使
う
も
の

で
、
そ
の
ほ
か
に
は
一
切
使
用

し
ま
せ
ん
。
 

〇
街
づ

く
り
 

わ
た
し

も
協

力
 

住
ま
い

の
調
査
 

お
間
い
合
わ
せ
は
、
市
総
務

課
企
画
室
 
統
計
調
査
係
（
。
 

⑩
二

一
一
一
番
代
 
内
線三
一

八

‘
三
一
九
番
）
へ
 

●

と
こ
ろ
 
市
民
会
館
2
階

会
議
室
 

■

公
売
の
方
法
 
一
般
競
争

入
札
 

■

土
地
の
表
示
 
別
表
の
と

お
り
 

一
 

?
 

』
 

、
、
 

一
を

一力一
協
 

一
 
一
 

 
」
 

一
 

一
  
」
 

一
査

一調
 

一統一
宅

一
住
 



■

入
札
保
証
金
 
入
札
金
額

の
百
分
の
五
以
上
 

■

当
日
持
参
す
る
も
の
 
印

鑑
（
代
理
人
の
場
合
も
必
要
）
 

代
理
人
が
入
札
す
る
場
合
は

委
任
状
が
必
要
で
す
。
 

?
 

皿
陽
法
施
行
令
第
一
麦
木
、第

一
条
に
基
っ
ノ
証助
火
管
理
欝

白

会
ん
土
久の
日
程
で
行
い
ま
す
。
 

●

と
き
 
＋
占
n十
三
日
（
木）
、
 

十
四
日
（
金
）
の
二
日
間
午
前

九
時
か
ら
午
後
四
時
二
 

‘
」
本”
ま
で
 

■

と
こ
ろ
 
産
経
ム互
朗
五
階

会
議
室
 

■

受
講
由
状
」み
期
間
 
九
月

五
日
か
ら
九
月
二
十
四
日
ま
で
 

●

受
鱗
『

三
千
五
百
円
 

（テ
キ
ス
ト
代
タ
入
日
む
。
）
 

霜
由占
込み
先
 
五
所
川
原
地

区
皿
坦助
本
部
予
防
係
（
か
⑩

一

〇
一
九

・
内
線
二
五
二

1六
）
 

■

間
い
合
わ
せ
先
 
詳
し
く

は
市
都
市
計
画
課
（
云
⑩
二
一

一
一
内
線
二
三
二
、
二
三
五
番
）
 

へ
ど
う
ぞ
 

案
内
書
を
用
意
し
て
あ
り
ま
 

す
。
 

ま
で
 

な
お
、
会
場
の
都
合
に
よ
り

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。
 

「み
ん
な
の
消
費
 

生
活
展
」
へ
どう
ぞ
 

「み
ん
な
の
消
費
生
活
展
」
 

が
九
月
十
六
日
（
金
）
か
ら
十

八
日
（
日
）
ま
で
の
‘
一日
間
、
 

大
町
丸
友
デ
パ
ー
ト
で
開
か
れ

ま
す
。
 

多
数
の
お
い
で
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
 

さわやかな秋の一日。＼ 

仲間で、家族で、 

公騒施設を 

オールシーズンテニスコート（5面） 

郷土資料館 

菊ケ丘運動公園 

堰譲き、、‘愛ー 	 面積13.  Oha 

旧平山家（国重要文イヒ財）。6,w”難l,1、 
市民体育館 

※毎年10月は都市 

緑を豊かに、 

都市 一 

市営球場 

(1万人収容） 

ノ 

図書館 

番
 

ロ
万
 

街
番
 
区
号
 

面 	積 

用途地域 
街
区
 

番
号
  

2m
  

坪 

1
  

に
。
 
 

6
  

約 335 101 第一種住居
専用地域 

り
〕
 
 

7
  

。

J
  

約 360 109 第一種住居
専用地域 

っ
。
 
 

6
  

18 約 306 93 住居地域 

4
'
 

 
6
  

21 約 306 93 住居地域 

に
u
 
 

33 っ
］
 
 

約 548 166 第一種住居
専用地域 

（
 
防
火
管
理
講
習
会
  

)
 

③ 昭和58年（1983年）9月15日 (551号） 広報ごしょがわら 



さ
ん
方
の
ご
利
用
を
ぜ
ひ
お
す

す
め
し
ま
す
。
 

ー
 
度
の
特
色

ー
 

①
 
掛
金
は
全
額
損
金
ま
た
は

必
要
経
費
に
な
り
ま
す
。
 

②
 
退
職
金
に
は
国
庫
補
助
金

が
つ
き
ま
す
。
 

③
 
福
利
厚
生
施
設
の
建
設
資

金
の
融
資
を
低
利
で
受
け
ら
 

で
も
で
き
ま
す
。
 

④
 
従
来
か
ら
勤
務
し
て
い
る
 

従
業
員
は
、
加
入
前
の
過
去
 

の
勤
務
期
間
を
通
算
す
る
こ
 

と
も
で
き
ま
す
。
 

⑤
 
毎
月
の
掛
金
が
ロ
座
振
替
 

で
納
付
で
き
ま
す
。
 

ー
 
入
で
き
る
企
業

ー
 

こ
の
制
度
に
加
入
で
き
る
の
 

ー
 
月
の
掛
金

ー
 

二
〇
〇
円
、
 一
、
四
〇

〇
円
、
 一
、六
〇
〇
円
、
 一
、
 

八
〇
〇
円
、
一
一
、
〇
〇
〇
円
、
 

五
〇
〇
円
、
三
、
〇
〇

〇
円
、
一
ニ
、
五
〇
〇
円
、
四
、
 

〇
〇
〇
円
、
四
、五
〇
〇
円
、
 

五
、
〇
〇
〇
円
、
六
、
〇
〇

〇
円
、
七
、
〇
〇
〇
円
、
八
、
 

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
 

れ
ま
す
。
 

は
、
退
職
金
制
度
を
自
前
で
も
 
‘
度

の
利
点

ー
 

つ
こ
と
が
困
難
な
中
小
企
業
に
、
 
①
 
月
々
わ
ず
か
な
掛
金
で
将
 

国
の
援
助
で
、
い
ざ
と
い
う
と
 
来
多

額
の
退
職
金
が
用
意
で
 

き
に
は
退
職
し
た
従
業
員
へ
退
 

き
ま
す
。
 

職
金
が
支
払
わ
れ
る
よ
う
に
す
 
②
 

国
の
制
度
で
す
か
ら
安
全
 

る
も
の
で
、
労
使
双
方
か
ら
喜
 

・
確
実
で
、
手
続
き
は
簡
単
 

ば
れ
て
お
り
ま
す
。
 

で
す
。
 

こ
の
機
会
に
中
小
企
業
の
皆
 
③
 

掛
金
月
額
の
増
額
は
い
つ
 

は
、
常
用
従
業
員
が

一
人
以
上

三
〇
〇
人
（
卸
売
業

一
〇
〇
人
、
 

小
売
業

・
サ
ー
ビ
ス
業
五
〇
人
 

）
以
下
か
、
ま
た
は
、
資
本
金

及
び
出
資
金
の
額
が
一
億
円
（
 

卸
売
業
三
千
万
円
、
小
売
業

‘
 

サ
ー
ビ
ス
業
一
千
万
円
）
以
下

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
中
小

企
業
で
す
。
 

「退
職
金
づ
く
り
は
国
の
制
度
で
」
 

〇
〇
〇
円
、
九
、
〇
〇
〇
円
、
 

一
〇
、
〇
〇
〇
円
、
 一
二
、
 

〇
〇
〇
円
、
 一
四
、
〇
〇
〇

円
、
 一
六
、
〇
〇
〇
円
 

ー
 
入
の
手
続
き

ー
 

加
入
の
申
し
込
み
は
、
所
定

の
申
込
用
紙
（
金
融
機
関
に
備

え
付
け
）
に
記
入
の
う
え
申
込

金
（
掛
金
ー
力
月
分
）
を
そ
え

て
、
代
理
店
と
な
っ
て
い
る
金

融
機
関
の
窓
口
に
申
し
込
ん
で

い
た
だ
き
ま
す
。
 

く
わ
し
い
こ
と
は
、
県
労
政

課
、
お
近
く
の
金
融
機
関
、
ま

た
は
直
接
中
小
企
業
退
職
金
共

済
事
業
団
広
報
課
（
。
東
京
〇

三
ー
四
三
六
ー
〇
一
五
一
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

退職金額早見表 

（一部の例を示したものです）国庫補助金を含む 

二さ与き 5,000円 10,000円 16,000円 

5（年） 350 ,880 697 ,380 1,113 ,180 

10 938 ,890 1,853 ,390 2,950 ,790 

15 1,718 ,130 3,391 ,630 5,399 ,830 

20 2,715 ,530 5,360 ,530 8,534 ,530 

25 4,050 ,200 7,995 ,200 12,729 ,200 

30 5,836 ,600 11,521 ,600 18,343 ,600 

昭和58年（1983年）9月15日 
	

広報ごしょがわら 	 （ 551号） の 

「中小企業退職金共済制度、 

加入促進説明会」 

退職金制度の確立は、労働者の福

祉に欠かせないものであるが、中小

企業において独自の制度を持っこと

の困難な事業所が多いため、法に基 

づく中小企業退職金共済制度への加

入を奨励し、労働者の福祉の増進、 

雇用の安定を図るため次の日程で説

明会を開催します。 

r ●と き 

10月6日（木）午後 1時30分 

・ところ 五所川原商工会議所 

●講 師 

中小企業退職金共済事業団職員 

●主 催 青森県 

中小企業退職金共済事業団

※当日は個別相談の時間を設けて

おリます。 

◇ 	0 	0 

あなたのホケノトに一什甘 

59年版 県 民 手 帳 

頒価300円 

r 編集 青森県企画部統計課 

発行 青森県統計協会 10月下旬 

規格 15. 0cm X8 . 5cm最上手帳用紙使用 

装丁 極上ビニールクロス表紙（小口金箔塗） 

構成 日記編 106頁 資料編 86頁（別冊住所録付） 

使いやすさ、見やすさ、便利さ、かっこよさをトコト 

ン追求した日記式手帳の決定版！! 

58年版 県勢グラフ 

頒価350円 

編集 青森県企画部統計課 

発行 青森県統計協会 10月下旬 

装丁 コート紙 

規格 A全判（88cm X 62cm）折りたたんだ状態A5判 

( 14 . 8cm X 21cm）表紙カラー写真、表面 4 色刷 

裏面（青森県全図）6色刷 

市総務課企画室（ft国2 111番内線31 8--319) 

・
 

◇
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下
水
道
の
は
な
し
③
 

●

下
水
道
の
う
つ
り
か
わ
り

前
回
は
、
下
ー
 
道
の
役
割

に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
 そ

の
役
割
に
は
、

m
生
活
環
境

を
よ
り
よ
く
す
る
こ
と
②
水

洗
便
所
に
な
る
こ
と
⑧
川
や

海
や
湖
が
き
れ
い
に
な
り
④

雨
水
が
低
い
と

こ
ろ
に
た
ま
 

」
ら
な
い
よ・
っ
にな
る
こ
と
な

ど
で
し
た
。
 

で
は
そ
う
し
た
役
割
を
も

つ
下
→
小道
に
は
ど
ん
な
歴
史

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
 

世
界
で
も
っ
と
も
古
い
下

水
道
は
、
今
か
ら
お
よ
そ
四

千
年
ほ
ど
む
か
し
、
イ
ン
ド

で
栄
え
た
都
市
で
造
ら
れ
た

も
の
だ
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

そ
の
後
地
山
」舞
沿
岸
の
バ
ビ

ロ
ン
を
初
め
と
す
る
都
市
や

古
代
ェ
ジ
プ
ト

で
も
下
上
小道

が

つ
く
ら
れ
ま
し
た
が
古
代

ロ
ー
マ
の
下
水
道
は
、
大
規

模
で
、
立
派
な
も
の
で
し
た
。
 

中
世
に
入
る
と
、
ョ
ー
ロ

ッ
パ
で
は
、
し
尿
を
農
作
物

の
肥
料
と
し
て
用
い
る
よ
う

に
な
り
、
そ
の
た
め
下
水
道

に
は
あ
ま
り
力
を
入
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
産
業
革
命
以
後
、
 

人
々
が
都
市
に
集
中
す
る
よ

う
に
な
る
と
、
し
尿
の
処
理
 

に
困
り
、
道
路
や
庭
に
投
げ

捨
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

。
 

こ
の
た
め
、
町
は
た
い
へ
ん

き
た
な
く
な
り

一
九
世
紀
に

は
、
各
地
で
コ
レ
ラ
や
ペ
ス

ト
な
ど
の
伝
染
病
が
流
行
し

て
多
く
の
人
が
死
に
ま
し
た
。
 

こ
う
し
た
、
に
が
い
経
験
を

し
た
人
々
は
、
都
市
を
清
潔

に
す
る
た
め
に
は
下
水
道
を

つ
く
る
こ
と
が
必
要
だ
と
、
 

気
づ
き
ま
し
た
。
 

日
本
で
は
、
ず
っ
と
む
か

し
か
ら
、
し
尿
を
農
作
物
の

肥
料
と
し
て
用
い
て
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、

ョ
ー
ロ
ッ

パ
の
よ
う
に
、
し
尿
を
、
直

接
川
に
流
し
た
り
、
道
路
に

捨
て
る
と
い
う
こ
と
は
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

し
か
し
明
治
時
代
に
な
っ

て
、
人
々
が
東
京
な
ど
都
市

に
集
ま
る
よ
う
に
な
る
と
、
 

大
雨
に
よ
っ
て
、
家
が
水
に

つ
か
っ
た
り
、
流
れ
な
い
で

た
ま
っ
た
ま
ま
の
汚
水
が
原

因
で
、
伝
染
病
が
は
や
っ
た

り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

そ
こ
で
明
治

一
六
年
（

一
八

八
三
年
）
、
日
本
で
、
は
じ

め
て
の
下
水
道
が
東
京
で

つ

く
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
 

い
く
つ
か
の
都
市
で
、
下

ー
 
‘
 

道
が

つ
く
ら
れ
ま
し
た
が
、
 

全
国
に
ゆ
き
渡
る
こ
と
に
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

近
代
的
な
下
水
道
が
造
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
 

昭
和
三
〇
年

（
一
九
五
五
年
）
 

ご
ろ
か
ら
、
工
場
の
排
水

に
よ
っ
て
、
川
や
海
の
よ
ご

れ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
 

公
害
も
発
生
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
下

水
道
は
、
今
日
で
は
、
町
の

中
を
清
潔
に
す
る
ば
か
り
か

前
回
考
え
た
よ
う
に
川
や
海

の
よ
ご
れ
を
防
ぐ
と
い
う
大

事
な
役
割
も
、
も
っ
て
い
る

の
で
す
。
 

で
は
そ
う
し
た
下
水
道
が

ど
ん
な
し
く
み
で
汚
水
や
雨

水
を
川
や
海
に
も
ど
し
て
や

る
の
か
次
の
回
で
考
え
る
こ

と
に
し
ま
し
よ

』つ
。
 

,
 

現地選考会 日 程 

県 	別 日 	程 時 間 場 	所 

愛 	知 10月12日 

（水） 
午前 

9時 

12時 

北地方教育会館 

五所川原市 
上平井町 

(a⑩ - 2088) 

静 	岡 

千 	葉 10月13日 

（木） 埼 玉 

神奈川 10月14日 

（金） 東 	京 

教
育
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
 

廿
写
真
左

ー
 

観
光
等

の
安
易
な
出
稼
ぎ

は
、
問
題
発
生
の
根
源
に
な
り

ま
す
。
 

不
況
時
に
は
、
悪
質
手
配

師
の
暗
躍
が
活
発
に
な
る
の
で

甘
言
に
乗
ら
な
い
よ
う
注
意
し

必
ず
公
共
職
業
安
定
所
を
通
じ
 

適
職
就
労
す
る
こ
と
。
 

と
く
に
建
設
業
の
場
合
、

孫

請
事
業
所
等

の
夜
逃
げ
や
、
賃

金
不
払
等
の
問
題
が
急
激
に
ふ

え
て
い
ま
す
。
 

例
年
就
労
し
て
い
る
か
ら

確
認
す
る
必
要
が
な
い
、
あ
る
 

い
は
、
職
場
を
決
め
な
い
ま
ま

行
っ
て
も
ど
う
に
か
な
る
と
い

う
安
易
な
行
動
は
厳
に
慎
し
む

こ
と
。
 

グ
ル
ー
プ
で
下
請
負
事
業

を
し
、
行
詰
り
な
ど
か
ら
世
話

役
、
リ
ー
ダ
ー
が
行
方
不
明
等
 

の
ま
ま
賃
金
不
払
い
等
の
問
題

の
解
決
困
難
を
き
た
し
て
い
る

事
例
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
 

グ
ル
ー
プ
で
の
下
請
負
事
業

は
、
不
況
情
勢
下
で
は
危
険
行

為
と
思
わ
れ
る
の
で
注
意
す
る
 

市
内
中
平
井
町

一

〇
七
、
菊
地
キ
ョ
さ

ん
は
八
月
二
十
六
日
、
 

市
教
育
振
興
会

の
基

金
に
役
立
て
て
下
さ

い
と
十
万
円
を
寄
付
 

し
ま
し
た
。
 

先
き
に
亡
く
な
、
っ

た
夫
君
の
粕
四
郎
さ

ん
の
香
典
返
し
で
贈

っ
た
も
の
で
、
長
男

の
良
正
さ
ん
が
鈴
木
 

よ
・フ
に
。
 

製
造
業
関
係
の
求
人
が
減

少
し
た
こ
と
に
伴

い
、
新
規
に

建
設
業
関
係
に
就
労
す
る
出
稼

労
働
者
は
、
と
く
に
安
全
管
理

等
に
十
分
気
を

つ
け
る
こ
と
。
 

就
労
前
に
事
故
見
舞
金
制
 

度
へ
の
加
入
と
健
康
診
断
を
受

け
、
健
全
な
身
体
で
出
稼
ぎ
す

る
こ
と
。
 

求
職
申
込
み
は
、
稲
刈
り

前
等
で
き
る
だ
け
早
い
機
会
に

公
共
職
業
安
定
所
で
す
る
よ
う

に
す
る
こ
と
。
 

（市
出
稼
対
策
係
）
 

ー
出
稼
ぎ
者
の
 

現
地
選
考
会ー

 

五
所
川
原
公
共
職
業
安
定
所
 

対
象
と
す
る
現
地
選
考
会
を
次

で
は
、
秋
冬
期
出
稼
労
働
者
を
 

の
日
程
で
お
こ
な
い
ま
す
。
 

香典返しで10万円寄付 
菊地キョさん 

「
秋
冬
期
出
稼
者
の
皆
さ
ん

ヘ
ー
 
ー
・
ー
J
 

《
．
．
ー
．
ー
．
ー
．
ー
ー
ー
ー

必
ず
職
安
を
通
し
て
】
“
 



r 

」』ー 	
ー  エ事区間 

隠糞難唇§維鱒 

l 

※定員になりしだい締め切ります。 

毎週 教室名 サブ体育館利用日 

火 
茶 	道 

フ ラ ワ ー 

水 
バドミントン 
・卓球・軽運動 

木
  

生 	花 

着 	付 

レタリング 

金 卓心会（卓球） 

ミくらしと趣味の教室ミ 
（再募集） 

市勤労青少年ホームでは、くらしと趣味 

の教室の再募集をしています。 

受講料 無料（ただし、材料費は本人負担） 

’ 	申込み先 勤労青少年ホーム（e⑩3 6 0 

2番） 

受講時間 午後6時30分～午後 8時30分ま 

で。 

募集内容 

広報ごしょがわら (551-) 

ま

井
サ
ダ
さ
ん
ら
顕
彰

ー
 

第
二
十
回
市
老
人
福
祉
大
会

は
九
月
一
日
、
市
民
文
化
会
館

に
お
よ
そ
千
人
の
お
年
寄
り
が

出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

若
返
り
に
専
念
し
明
る
い
豊

か
な
環
境
づ
く
り
に
い
ど
も
う

な
ど
、
四
つ
の
大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
立
て
、
九
十
五
歳
以
上
長

寿
者
の
川
端
町
浅
利
サ
ダ
さ
ん
 

（
九
八
）
ら
が
顕
彰
さ
れ
ま
し
 

た
。
 
大
会
で
は
森
田
市
長
が
、
 

「
老
人
福
祉
の
向
上

の
為
に
も
頑

張
っ
て
下
さ
い
。
」
と
式
辞
を

述
べ
、
九
＋
五
歳
以
上
の
長
寿
 

ラ
ブ
表
彰
八
名
な
ど
を
表
彰
し

ま
し
た
。
 

■

市
長
顕
彰
者

（
九
十
五
歳

以
上
長
寿
者
）
 

浅
利
サ
ダ

（川
端
町
）
、
川

村
了
子
（
新
宮
町
）
、
加
藤
か

よ
（
稲
実
）
、
村
上
こ
と
（
若

葉
）
、
安
田
ツ
ナ
（
田
川
）
、
 

新
谷
な
ん
（
前
田
野
目
）
、
藤
 

「く
る
み
園

」
に

盛
り

皿
寄
贈
 

五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

プ

（兼
平
亘
会
長

）
は
八
月
一
一

十
二
日
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
 

「
く
る
み
園
」
 
に盛
り
皿
九
枚
 

（
三
万
五
千
円
相
当
）
を
寄
贈
、
 

福
祉
委
員
会
の
小
笠
原
幸
雄
会

長
が
対
馬
寮
長
に
手
渡
し
し
ま
 

し
た
。
 

貯
蓄
に
関
す
る
 

講

演
会
 

「見
直
そ
う
私
達
の
生
活
」
 

と
題
す
る
貯
蓄
に
関
す
る
講
演

会
が
、
来
る
九
月
二
十
二
日
（
木）
 

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
市
中
央

公
民
館
で
開
か
れ
ま
す
の
で
ご

聴
講
下
さ
い
。
 

昭和58年（1983年） 9 月15日 

共
下
ー
 道
管
渠
工
事
を
施
行
し

て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
た
び
次

の
と
お
り
施
工
い
た
し
ま
す
。
 

※
工
事
期
聞
 

①
九
月
一
日
ー
十
二
月
三

十
日
ま
で
 

②
九
月
二
日
ー
十
二
月
一
一

十
五
日
ま
で
 

こ
の
間
、
 一
部
通
行
止
及
び

片
側
通
行
と
な
る
箇
所
も
あ
り
、
 

車
の
通
行
や
商
店
、
歩
行
者
の
 

管
渠
工
事
に
ご

協
力
を

刀
 

市
で
は
、
昭
和
五
十
九
年
度
 
皆
さ

ん
に
大
変
ご
不
便
を
か
け
 
い

た
だ
き
、
事
故
防
止
等
に
協

よ
り
一
部
供
用
開
始
に
向
け
公
 

ま
す
が
、
公
共
事
業
を
ご
理
解
 
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

ク明
る
く
豊
か
な
老
後
の
た
め

に
）
 

者
八
人
、
満
八
十
八
歳
の
米
寿
 

田
せ
ん

（
田
町
）
、
宮
西

ソ
タ

を
迎
え
た
三
十
三
人
、
寝
た
き
 
（

下
平
井
町
）
 

り
老
人
介
護
者
八
人
、
老
人
ク
 

＞
  

>
 
>
 

」
／
ニ
ノ言

」
マ
ノ
 
二
『
 
◇
 

◇
 

◇
 

◇
 

◇
 
◇
 

、

、

ー
ー
 
、
、

、
、
、
、
」

、
、
、‘『ー

ー

、
、
 



●研修内容 

1．後継者の持ち易 

い欠点 

2.若手経営者の対

応 

3．事業承継と相続

税 

4‘財産の相続と贈

与について 

＆財産評価のポイ

ント 

主催 西北五青色申告会連合会

五所川原商工会議所

中 小 企 業 相 談 所 

―経営講座のこ案内一ニ 

後継者対策と財産保全 
受講のおすすめ 
企業の後継者対策は万全でしょうか？低経済成長下、有

能な後継者の育成、無駄の無い相続税・贈与税対策、有利

な財産評価が、より必要になってきます。 

このたび経営学の権威者、太田誠一氏を講師とIて下記

により講演会を開催します。この機会にぜひご来聴下さい。 

-n 
1(）月 3 El けI ) 

13:30 1 6:30 

な所旧原商 1 会議所‘:, 

5階大ホーI無舞

師 掬日経コンサルタ薫薫

経呂ヒ、中小企業診断響曹 

太田誠 一氏 

・受講料 lIIE 料 

・申込方法 9 月 26Iはでに電旨片 

% r二「ぐ記、」~］し込んでドさし・ 

五所 H凍商 L会議所

費351 2121) 
― 	 」 

i」I; 

仙
台
市
に
住
む
相
沢
典
男
さ

ん
と
い
う
人
が
こ
の
ほ
ど
市
に

便
り
を
寄
せ
、
終
戦
直
後
ソ
連

領
内
に
抑
留
さ
れ
収
容
所
で

死

亡
し
た
と
い
う
五
所
川
原
市
出

身
の
佐
々
木
清
二
郎
さ
ん
の
遺

族
の
方
を
探
し

て
い
ま
す
。
 

便
り
に
よ
る
と
相
沢
さ
ん
は

昭
和
二
十
年
八
月
九
日
ま
で
、
 

旧
満
洲
国
駅
で
佐
々
木
さ
ん
と

一
緒
に
働
い
て
い
ま
し
た
。
 

と
こ
ろ
が
、

ソ
連
の
参
戦
に

よ
り
、
ソ
連
領
内
の
収
容
所

に

収
容
さ
れ
、
連
日
の
よ
う
に
貨

車
の
丸
太
積
み
下
し
作
業
の
重

労
働
に
服
し
て
い
た
と
の
こ
と

で
す
。
 

満
鉄
青
年
隊
員
で
、
収
容
所

で
も
一
番
若
か
っ
た
佐
々
木
さ

ん
は
、
収
容
所
に
入
っ

て
間
も

な
く
発
疹
チ
フ
ス
の
高
熱

に
冒

さ
れ
、
医
薬
品
ひ
と
つ
な
い
収

容
所
で
昭
和
二
十
年
八

月
十
三

日
午
前
十
一
時
頃
息
を
引
き
取

っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
 

相
沢
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
四

年
十
月
復
員
し
ま
し
た
が
、
佐

々
木
さ
ん
の
遺
族
に
清
二
郎
さ

ん
の
命
日
を
伝
え

る
ま
で
は
と

毎
年
命
日
に
冥
福
を
祈
り
続
け

る
一
方
、
佐
々
木
さ
ん
の
本
籍

地
を
探
し
求
め
て
い
た
と
の
こ

と
で
す
。
 

八
方
手
を
尽
し
、
復
員
仲
間
 

と
交
信
を
続
け
て
い
る
う
ち
、
 

こ
の
ほ
ど
佐
々
木
さ
ん
と
満
洲

国
時
代
親
友
だ
っ
た
と
い
う
人

か
ら
「
佐
々
木
さ
ん
の
本
籍
は

青
森
県
五
所
川
原
と
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
」
 
との
情
報
を
得
、
 

便
り
を
差
し
出
し
た
と
の
こ
と

で
す
。
 

お
心
当
た
り

の
方
は
、
直
接

仙
台
市
山
田
字
羽
黒
堂
五
の

一
一

七
四
（
郵
便
番
号

9
8
2
）
、
 

相
沢
典
男
さ
ん
へ
ご

一
報
下
さ
 

な
お
、
佐
々
木
清
二
郎
さ
ん

に
関
す
る
現
地
で
の
勤
務
地
等

は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

■

本
籍
地
 
青
森
県
五
所
川

原
市
 

■

当
時
の
年
齢
 
十
九
歳

i
 

二
十
歳
位
 

■

当
時
の
勤
務
先
 
満
鉄
満

洲
国
駅
（

ソ
満
国
境
駅
）
 

■

抑
留
地
 
昭
和
二
十
年
八

月
九
日
現
在
ソ
連
領

マ
チ
ェ
フ

ス
カ
ヤ
収
容
所
 

■

死
亡
年
月
日
 
昭
和
二
十

年
八
月
十
三
日
 

●

病
名
 
発
疹
チ

フ
ス
 

◇
 
◇
 

◇
 

◇
 

◇
 

◇
 

＜ミ佐々木清ニ郎さんの遺族を探していますミ 

, 
・

●
‘
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◆
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◆
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◆
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◆
→
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◆
・◆
◆
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‘
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◆
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◆
・◆
 

, 

こ第5回市民バドミントン大会こ 
第5回市民バドミントン大会を開催します。 

ふるってご参加下さい。 

・種目 1部（経験者）シングルス男女共 

2部（初心者）シングルス男女共
ミックスダブルス（フリー） 

・とき 10月2日（日）午前 8時30分集合 

■ところ 市民体育館 

・連絡先 柏中学校（廿⑩2 0 1 2番）七戸まで 

⑦ 昭和58年（1983) 9月15日 	 広報ごしょがわら 	 （551号） 

編物（棒針）技術講習会の
受講者を募集 

編物（棒針）の技術を身につけてお仕

事に役立てたい婦人 

■と き 

9月29日から11月8日までの22日間 

（水・土・日祭日を除く）10時～15時30分 

■と こ ろ 五所川原市新町33- 1 

働く婦人の家 

■募集人員 40人 

■申込締切り期限 9月27日（火） 

■受講料 無料 

■持参するもの 
印かん、昼食、糸切りバサミ、筆記

用具、棒針 8号、かぎ針6号、とじ

針 

■申し込み先 

青森県婦人就業援助センター五所川原駐在所 

（働く婦人の家内）（丑0173- ⑩ - 8898) 
佐々木相談員まで 

圏
圏
囚
 

東
京

・
西
武
小
田
急
の
広
告

店
に
勤
め
る
武
藤

一
郎
さ
ん
が
、
 

昭
和
十
三
年
一
月
十
日
歩
兵
第

二
十
六
連
隊
（
旭
川
）
に
同
時

入
隊
し
た
戦
友
の
五
所
川
原
市

出
身
で
田
中
さ
ん
と
い
う
人
を

探
し
て
い
ま
す
。
 

姓
の
田
中
と
い
う
だ
け
で
、
 

名
前
が
不
明
だ
と
の
こ
と
で
す

が
、
お
心
当
り
の
方
は
市
役
所

秘
書
室
（
丑
⑩
2
1
1
1
、
内

線
3
0
4
）
へ
ご連
絡
下
さ
い
。
 

◇
 
◇
 
◇
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「し
あ
わ
せ
ひ
ら

を
 
く
健
康
展
」
の
栄
養

み
 
教
室
に
参
加
を
希
望

込
 
さ
れ
る
方
は
、
九
月

岬
 
二
十
日
ま
で
に
市
保

功
 
険
衛
生
課
へ
お
申
込

ン
 
み
く
だ
さ
い
c
 

」m
」
 
各

コ
ー
ス
と
も
三

教
 
十
名
で
締
切
り
い
た

養
し

ま
す
。
 

栄
 

な
お
、
材
料
費
、
 

受
講
料
は
無
料
で
す
。
 

'I 

昭和58年（1983年） 9 月15日 広報こ・’しょがわら 	 （551号） ⑧ 

    

しあわせひらく健康展プログラム 

隠
  

1 	 階 2 	階 3 	階 

集団指導室 医 務  室 心電図室 検 査  室 議話ホ ル 栄費実習室 第 1講習室 軽運動場 第3講習室 小ホ ー ル 

9

H

2
3
H
  

叱
11
1
1
 
1
2

叱
1
41
4
1
5
 

 
パ ネ ル 

■ 無料血液型 

判 	定 

栄豊教室 

（テ 	マ〕 

減塩食 

パネル 

フードモデル 

展 	示 

映 写 会 

健康相談 

（相議医） 
佐．内科医院艮

佐藤 実先生 

健康相談 

（相議医） 
中井，形外科医院昌

中井達郎先生 図 栄豊相議 

嶋眼会発足 
10聞年肥念 
式 	典 

配念隣済 
「’，生儒“ tる」 
駄m佐4桓紙 

9

月

2
4
 H
  

I
0
1
1

1
1
1
2

園
園
 

模 	型 

標 	本 

最新医鳳機器 

属 	示 

I 
無料血液型 

判 	定 

無 	料 

尿 検 査 

ビ デ オ

健康隣座 

栄襲教窒 

（テ 	マ） 

糖尿病血 

バネル 

フードモデル 

展 	示 

お元気テスト

体力テスト 

住 み よし 

環境づくり 

作 品 展 

映 写 会 

圏 
健康相談 
（歯 	科） 

性
r
 

座
の

級
若
川
 
育
年
村
 
隣

●
札
 
性
郎
 

 
J氏
  

（相議医） I 栄養相談 

9

月

2
5
H
  

l
0二
I
i二
1
3一1
1
4二
  

I 
無料血液型 

判 	定 

栄費教室 

（テ 	マ） 

減塩食 

パネル 

フードモデル 

展 	示 

映 写 会 

神別麟済 

「お認喋熱 
健康相読 

（相長医〕 
・増田醐院

小原 亮先生 

健康相議 

（相議医1 
白生会胃腸病院
楢山畿弘先生 

栄養相議 

みんなの瞳，臓室 
「脳出血脳辛中」 

対馬 昭幸氏 

映 写 会 

◆◆・  ‘+＋→・  ●●一  ．..  +,，  ◆→ー  ＋→一  ◆→→  ＋→一  ◆＋◆●・ 

「し
あ
わ
せ
ひ
ら
く
健
康
展
」
を
開
催
 

五
所
川
原
市
民
保
健
協
議
会
 

（川
崎
亮
一
会
長

）
で
は
、
協

議
会
発
足
十
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、
五
所
川
原
市
、
北
五
医

師
会
、
歯
科
医
師
会
北
五
支
部

会
と
共
催
し
、
九
月
二
十
三
日
 

（
金
）
か
ら
二
十
五
日
（
日
）
 

ま
で
の
三
日
間
、
保
健
セ
ン
タ
 

ー
に
お
い
て
 
「し
あ
わ
せ
ひ
ら

く
健
康
展
」
を
開
催
し

ま
す
。
 

今
回
の
メ
ー
ン
テ
ー
マ
は
“
 

健
康
で
築
け
、
わ
が
家
わ
が
ま

ち
を
）
と
決
ま
り
ま
し
た
。
 

期
間
中
の
主
な
行
事
は
、
市

内
小
・
中
堂
4
土
に
よ
る
住
み
よ

い
環
境
づ
く
り
作
品
展
の
ほ
か
、
 

弘
前
大
学
医
学
部
教
授
佐
々
木

直
亮
氏
の
記
念
講
演
、
増
田
病

院
長
増
田
桓

一
氏
の
特
別
講
演
、
 

川
村
産
婦
人
科
医
院
長
川
村
礼

一
郎
氏
の
性
講
座
な
ど
各
種
講

演
、
専
門
医
に
よ
る
健
康
相
談
、
 

パ
ネ
ル
展
、
模
型

・
標
本
展
、
 

最
近
医
療
機
器
展
、
映
写
会
、
 

ビ
デ
ォ
健
康
講
座
、
お
元
気
テ

ス
ト
、
体
力
テ
ス
ト
、
機
能
訓

練
、
リ
ハ
ビ
リ
指
導
、
栄
養
教

室
な
ど
多
彩
な
催
し
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
多
数
の
お

い
で
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

な
お
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の

と
お
り
で
す
。
 

「市内文学碑と史跡の見学会」会員募集 
津軽考古学会 

●と き 10月 2日（日） 

~ 	 午前 8時30分～午後 4時 

●集合場所 市役所お祭り広場 

●コ ース 

八幡宮と牧水の歌碑～八木隆一郎の碑～ 

松陰先生渡舟の碑～小野忠造順徳碑～長

円寺～内海草破翁碑～高楯城跡～観音林

遺跡～上原げんと音楽碑～山蘭、東離の

碑～旧平山家～市役所（解散） 

●申込み先 9月28日（水）まで、市中央公

民館（廿電⑤）-6O56）にお申し込み下さい。 

●会 費 1人 1,500円（当日、納入して

下さい。） 

●募集人員 50人（定員になり次第締め切

ります。） 

t 
+ 
十 
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乳幼児の健康診査 

■受 付 時 間 午後 1時～1時30分まで 
■持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 
現在病気治療中か他の医療機関で健康診査を受けて 

いる乳幼児はご遠慮下さい。 
6 カ月児、 1歳児は健康相談のみです。 
1歳 6カ月児に限り歯科衛生指導も行います。 
■お願い 3歳児健診は、尿検査も行いますので、当

日きれいに洗った小びんに尿を入れてもっ
てきてください。 

■ところ いずれも保健センター（新町バス停前） 

月 	令 対 	象 	児 と 	き 

3カ月児 S58年6月生まれ 10月11日 

6カ月児 S58年3月生まれ 10月18日 

1 歳児 S57年9月生まれ 10月24日 

1歳6カ月児 S57年4月生まれ 10月25日 

3 歳児 S55年6月生まれ 10月20日 

●と 

◆
“
◆
“
◆
“
 
 

■ところ 



、 U/. 	15日間にわたって行われた 

、シノ、／ 胃腸病検診の結果です。 

II～ー七ノー 申込みに対して実際受けた人

ン・：～ーーー一が76.7％と低い状態でした。 

また、異常のあった人は 243人でした。必ず 

精密検査を受けてほしいものです。 

早期に検診を受けてガンを抑圧しましょう．ノ 

地区別実施状況 

地区名 申込み者数 受検者数 実施率 

~日市内 232人 189人 81.5% 

栄」 42 32 76.2 

毘沙門 33 24 72.7 

三 	好 125 100 80.0 

梅 81 53 65.4 

若 	葉 12 10 83.3 

中 159 116 73.0 

長 	橋 37 30 81.1 

七 	和 203 154 75.9 

松島町 50 37 74.0 

松 	島 236 176 74.6 

小 	曲 6 5 83.3 

飯 	詰 74 59 79.7 

みどり町 19 16 84.2 

職業訓練校 22 20 90.9 

専売公社 1 1 100.0 

計 1,332 1,022 (76.7) 

胃
腸
病
検
診
の
結
果
に
つ
い
て
 

異常ありの内訳 

①胃炎の疑い 

②胃潰ようの疑い 

③胆石の疑い 

④十二指腸潰よう
の疑い 

⑤胃ポリープの疑い

⑤その他 

⑨ 昭和58年（1983年）9月15日 	 広報ごしょがわら 	 （551号） 

F三種混可讐 1.'-7 1-. .-t Sにコ 
‘ーーーー一一ー‘" ’ノソフー．ノ」安裡ーーー 

●対象幼児 

生後24カ月～48カ月までの幼児です。 

2期を接種する幼児は、 1期との間隔が12カ月を要 

するため最終回の 3回目に接種することになります。 

■ご注意 

●母 f健康手帳は必ず持参して下さい。 

●当日、朝、体温測定をしてきて下さい。 

●お子さんの健康状態をよく知っている方がお連れ

ドさい。 

地区名 1回目 2回目 3回目 実施場所 実施時間 

五
南
若
 
小

小
葉
 

・
 

皿
子
 ・
 
小
 

区
 

曲
  

10月14日 

（金） 

11月16日 

（水） 

12月16日 

（金） 

保健 

センター 

午後 1時 

~2時 

島
島
沢
川
証
叩
沙

地
団
地
地
地
門

区
地
区
区
区
地

松
松
梅
中
飯
毘
区
  

10月21日 

（金） 

11月25日 

（金） 

12月23日 

（金） 

保健 

センター 

午後1時 

~2時 

田
末
み
町
 
地
ど
 
区

り
  

10月19日 

（水） 

11月18日 

（金） 

12月21日 

（水） 

コミセン 

栄 

午後1時 

~2時 

七和地区

長橋地区 

10月14日 

（金） 

11月18日 

（金） 

12月16日 

（金） 

コミセン 

七 	和 

午後 1時 

~2時 

三好地区 日
  

肌
休
  

11月18日 
（金） 

12月21日 
（水） 

三好 
診療所 

午後 1時 
3吟-2埼 

街頭献血のご案内 

月 	日 午 	前 午 	 後 

10月 6日 電報電話局構内 丸友デパート駐車場 

10月20日 東 北 電 力 職業訓練校 

~―--‘一“’~．--．一’．"’~‘一“●~．●●~．．叫一．~,‘，~ 

健康相談日のご利用を 

保健センター 

毎週水・金曜日午前1(〕時から午後 3時まで。 

赤ちゃんからお年寄りの方まで、どうぞお気軽にお

いで下さい。 

血圧測定、簡単な尿の検査なども行っています。 

, 
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一
ー
 が
ま
紀

（
郵釦
 

釜からはお湯の煮えたつ音、お茶碗からは芳

しい抹茶の香り。 
ときには楽しい笑いも混じえて 

このときばかりは時間もゆっくりと過ぎてい
くような気がします。 
あなたもお気軽にお茶を召し上がってみませ

んかっ 

勤労青少年ホーム 

。
‘
 

秋の全国交通安全運動 
市交通事故防止対策本部 

1． 目 的 

この運動は、広く市民に交通安全

思想、交通道徳を普及徹底し、正し

い交通ルールとマナーの実践を習慣

付けることにより、交通事故防止の

徹底を図ることを目的にしています。 

2 期 間 

9月21日（水）から 9月30日（金） 

までの10日間 

3 運動の重点 

1．歩行者及び自転車利用者、特に子

供と老人の交通事故防止 

2．二輪車の安全利用、特に交差点の

安全確認の励行とヘルメット着用

の徹底 

3．安全運転の確保、特に安全速度の

遵守とシートベルト着用の推進 

昭
和
五
十
七
年
度

の
市

税
完
納
表
彰
式
は
九
月
一
一

日
、
市
民
文
化
会
館
二
階

で
森
田
稔
夫
市
長
、
成
田

不
二
雄
収
入
役
、
納
税
貯

蓄
組
合
長
、
表
彰
者
ら
約
 

一
六
〇
人
が
出

席
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

森
田
市
長
の

あ
い
さ
つ
の
あ

と
、
二
十
五
年

連
続
納
期
内
完

納
の
寺
町
の
高

橋
正
治
さ
ん
ほ

か

一
一
一
四
人
、
 

二
十
年
連
続
納

期
内
完
納
の
下

平
井
町
の
宮
本

定
五
郎
さ
ん
ほ

か
五
十
五
人
、
 

法
人
表
彰
は
津

鉄
観
光
ほ
か
一
一

人
、
合
計
一
八

四
人
を
表
彰
、
 

来
賓
の
後
藤
真
 

治
五
所
川
原
税
務
署
長
、
 

宮
本
正
則
五
所
川
原
県
税

事
務
所
長
、
村
上
純
一
納

税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
ら

が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

市税完納の 184人を表彰 

ご協力ありがとう 

ニ
十
七
日
、
市
民
文
化
会
館
 

支
部
な
ど
二
十

一
団
体
、
お
よ

そ
七
百
人
が
参
加
、
大
会
の
あ

と
午
後
二
時
か
ら

交
通
安
全
市

内
パ
レ

ー
ド
を
行
い
、
交
通
事

故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
す
。
 

■

と
き
 
十
月
二
日
（
日
）
 

午
後
六
時
三
十
分
か
ら
八
時
ま
で
 

■

と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル
 

・

講
師
 
落
語
家
 
三
遊
亭

円
楽
氏
 

■

入
場
料
 
無
料
 

■

主
催
 
市
教
育
委
員
会

・

市
連
合
P
T
A
 

市
交
通
事
故
防
止
対
策
本
部

主
催
の
「
交
通
事
故
防
止
市
民

大
会
」
が
、
 

九
月
一
一十
七
日
 

（火
）
午
後
一
時
か
ら
市
民
文
化

会
館
で
開
か
れ
ま
す
。
 

当
日
は
、
交
通
安
全
協
会
各
 

●

と
き
 
十
月
一
日
（
土
）
、
 

二
日
（
日
）
 

文
化
講
演
会
 

■

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
 

昭
和
三
十
三
年
、
ニ
ツ
目
昇

進
、
昭
和
三
十
七
年
五
代
目
三

遊
亭
円
楽
を
継
い
で
真
打
と
な

る
。
テ
レ
ビ
番
組
「
笑
点
」
大

喜
利
の
レ
ギ
ュ
ラ

ー
メ
ン
バ

ー
 

と
し
て
噺
家
タ
レ

ン
ト
ブ
ー
ム

を

つ
く
る
。
 

昭
和
五
十
二
年
「
薮
入
り
」
 

で
芸
術
祭
優
秀
賞
を
受
賞
、
五

十
四
年
放
送
演
芸
大
賞
受
賞
。
 

著
書
に
「
円
楽

・
親
父
を
叱
る
」
 

（芳
文
社
刊
）
が
あ
る
。
 

■

お
間
い
合
わ
せ
 
市
教
育

委
員
会

・
社
会
教
育
課
（
廿
⑩

一
二

一
一
番

・
内
線
二
五
〇
）
 
 

●

と
こ
ろ
 
飯
詰
不
動
公
園
 

■

行
事
 

（特
設
ス
テ
ー
ジ
）
 

＠
十
月
一
日
（
土
）
 

午
後

一
時
三
十
分
 

津
軽
民
謡
と
手
踊
シ
ョ

ー
 

（五
所
川
原
民
謡
協
会
）
 

⑥
十
月
ニ
日
（
日
）
 

午
前
十
時
三
十
分
 

登
山
ば
や
し
と
獅
子
舞
 

（競
演
会
）
 

午
後
一
時
三
十
分
 

歌
謡
民
謡
シ
ョ

ー
 

（三
浦
み

の
る
一
行
）
 

■

主
催
 

五
所
川
原
市
観
光
協
会
 

・
 

●

“
◆
“
◆
◆‘

◆
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，
◆

，
  
◆
‘
 
◆
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◆
◆
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◆
 
◆
◆

・
  
◆
◆
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“
◆
◆ー

◆
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,
  

交
通
事
故
防
止
市
民
大
会
 

笑
点
の
司
会
で
お
馴
染
み
 

三
遊
亭
円
楽
氏
を
迎
え
て
 

‘
・
 

 
◆
“
◆◆‘
◆
“
◆
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◆
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◆
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市
民
秋
ま
つ
り
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広
報
紙

の
早
期
配
布
に
ご
協
力
下
さ
い
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